
「新学習指導要領」の趣旨を活かした、令和型単元計画と英語科学習指導案 

 

日 時：令和８年１０月７日㈬ ５校時 

学校名：神戸市立太山寺中学校 

対 象：２年４組３４名 

会 場：２年４組教室 

指導者：花田 悠高 

A L T : Fellores Juanito Facto   

１．単元について 

単元（題材）名 

 

Unit4 What is important in a homestay? ( NEW HORIZON English Course 2 ) 

（TOKYO SHOSEKI） 

学習指導要領に関連

する領域別目標 

 

1 目標（３）話すこと（やりとり） 

ア 関心のある事項について、簡単な語句や文を用いて即興で伝え合うことができ

るようにする。 

イ 日常的な話題について、事実や自分の考え、気持ちなどを整理し、簡単な語句

や文を用いて伝えたり、相手からの質問に答えたりすることができるようにする。 

ウ 社会的な話題に関して聞いたり読んだりしたことについて、考えたことや感じ

たこと、その理由などを、簡単な語句や文を用いて述べ合うことができるようにす

る。 

２ 目標（４）話すこと（発表） 

ア 関心のある事項について、簡単な語句や文を用いて即興で話すことができる。 

イ 日常的な話題について、事実や自分の考え、気持ちなどを整理し、簡単な語句

や文を用いてまとまりのある内容を話すことができるようにする。 

ウ 社会的な話題に関して聞いたり読んだりしたことについて、考えたことや感じ

たこと、その理由などを簡単な語句や文を用いて話すことができるようにする。 

単元（題材）の目標 

 

 

 

 

 

(1) 既習の表現を用いて、事実や考え、気持ちなどを伝えあうことができる 

（知識・技能） 

(2) 新しい ALT の先生の国の生活を知り、日本での生活について ALT の先生が今後の

日本での生活が安心して生活できるように、事実や考えを整理し、学校生活や日

本での過ごし方を提案することができる                      

(思考力・判断力・表現力等) 

(3)相手にわかりやすく伝わるように、事実や考えを伝え合おうとしている。 

（主体的に学習に取り組む態度） 

生徒の実態 

 

 

 

 

 

 

 

知識・技能 思考・判断・表現 
主体的に学習に取り組む 

態度 

文法は理解しているが、

それを使って自由に自己

表現することができるま

でにはまだ至っていない

生徒も多い。また、品詞

の区別ができておらず、

Q＆A、基本文の内容を使

って自分の意見や理由を

述べることができる生徒

も増えてきた。また、ス

ピーキングやプレゼンテ

ーションで何を伝えたら

個人やグループでのプレゼ

ンテーションを楽しく、積

極的に、前向きに取り組む

生徒が多い。また、ペア活

動でお互いの良い所などを

取り入れようとする態度が



 

 

語順や文構造を理解でき

ていない生徒もいる。し

かし、基本文の定着がし

てきており、決まった型

なら表現できる生徒が増

えてきた。 

※授業後の課題として、

各自の発表ややり取りの

内容を英文で書かせ、添

削をさせ、授業でよくあ

る間違いをフィードバッ

クしている 

良いかなどを理論立てて

話すことができるように

なってきた。しかし、即

興で英文を作成し、円滑

なコミュニケーションを

図ったり、掘り下げられ

た内容を聞かれた際に、

的確な答えを返すことを

ことには改善の余地があ

る。 

※マッピングを共有し、

キーワードをもとに質問

を作る活動をしている。 

見られる。 

しかしながら、自信を持っ

て英語を話すことが難しい

生徒は原稿を作り、そのま

ま読んでしまっている状況

である。 

※発表後にペアまたはグル

ープ内でアドバイスをもら

う時間を確保するようにし

ている。 

 

単元（題材）設定の

理由 

⑴  生徒観 

本学級は明るく前向きに何事も取り組む生徒が多い。英語の授業においては素直

に自分の気持ちを表現したり、友達の発表を聞いて良いと思ったところは真似をし

て自分の英語力向上に活かそうとする姿勢が見られる。ペアワークやグループ活動

でも、互いに助け合い、教え合う姿勢が定着している。 

１学期終了時にアンケートを実施した結果、英語が好き・得意と回答した生徒は

45%いるのに対し、英語が嫌い・苦手と回答した生徒は 44％とおおよそ半々の割合で

あった。英語が苦手である生徒ほど、単語・文法が覚えることができていないとの

回答が多かったため、帯活動を徹底し、トレーニングをするところから少しずつ自

信をつけていくことを期待したい。また、相手の話を聞いて即興でコミュニケーシ

ョンを図ることが難しいと感じている生徒がいることが課題であるため、今後もや

りとりの機会を多く設けていきたい。 

⑵  教材観 

 本単元「What is important in a homestay?」では、異文化環境での生活マナ

ー、コミュニケーションの大切さや難しさなどについてさまざまな気付きの場面が

ある単元である。９月から新しく ALT の先生が来日したため、フィリピンの学校生

活との比較を行いながら、日本での学校生活について新 ALT の先生に伝えることを

ゴールとする。ALT の先生にインタビューをしてフィリピンと日本の違いについて理

解をするために「話すこと（やりとり）」の育成や、これまで学んできた文法や表現

を実際の場面で活用することで「話すこと（発表）」の育成を図る。 

 

⑶  指導観 

 本単元を達成するために９月までに指導してきたことは大きく 3点ある。 

 １点目は「基本的な英文を作る力」を高めるために、帯活動として基本文トレー

ニングに取り組んできた。ペアを組み、相手の質問に即答できるようにトレーニン

グを行ってきた。生徒はこれにより、簡単な文を使って自分の考えを応答すること

ができるようになった。しかし、まだまだ定着度や応用力に改善の余地があるた

め、今後も取り組みを続ける。 



 ２点目は思考ツールを使用し、「自分の考えや意見を広げ、整理する力」を高める

取り組みを続けてきた。生徒はこれにより基本文トレーニングで身につけてきた表

現を活用し、トピックに対する自分の意見を順序だてて伝えることができるように

なってきた。今後、関連する質問ができるように練習を重ねる必要がある。 

 ３点目は「話すこと（発表）」や「話すこと（やりとり）」を高める上で、自己調

整の時間を確保することに努めてきた。発表やペアワーク、グループワークでやり

とりを行った後に、自分が言いたかったが言えなかった表現や、他者の発表等を見

た後に、良い例を自分の発表に取り入れるなど、自分の英語力を改善することがで

きるように取り組んできた。 

単元（題材）の評価規準 
知識・技能 思考・判断・表現 

主体的に学習に取り組む

態度 

＜知識＞ 

have to, don’t have to

や must などの（準）助

動詞と動名詞の意味・用

法を理解している。 

＜技能＞ 

学んだ文の構造を活用

し、日本の生活習慣や生

活マナーを説明すること

ができる。 

新しい ALT の先生の出身

の国（フィリピン）と日

本の学校生活やルールの

違いを、ALT の先生への

インタビューを通して、

情報を収集・整理し、簡

単な語句や文を用いて表

現することができる。 

 

新しい ALT の先生の出

身の国と日本の学校生活

やルールの違いについ

て、事実や自分の考え・

気持ちなどを整理して、

簡単な語句や文を用いて

話そうとしている。 

ペアワークやグループ

ワークにおける、仲間の

良い発表や、やりとりを

参考にしながら自分の英

語に取り入れようとして

いる。また ALT の先生か

らもらったアドバイスを

踏まえて、より積極的に

自分の英語の改善をしよ

うとしている。 

 

 

２単元の指導と評価の計画（全 10時間） 

 

活動の意図 

※単元計画の時数と一致する 

１①基本文トレーニング・・・大事な文法や語彙の定着に役立つ。

また、生徒がプレゼンや書く活動の際に参考にする

ことができる。 

 ②最終スピーチとルーブリックの説明・・・単元の最初に説明を

行うことにより、生徒に見通しを持たせることを可能とする。 

２①マンダラート・・・生徒の考えを広げることを手助けする。 

 ②ペアマッピング・・・ペアでマッピングを行うことにより、他

者参照ができ、アイデアをつなげ、深めることが

できる。 

 ③自己調整・・・自分で他者の良い所や、自分が言えなかった所

を振り返ることで英語の質を高めることができる。 



 ④グループ変更・・・グループ変更を行い、再度発表を行うこと

により、他者参照できる数を増やす意図がある。 

３,４①教科書音読・・・英語らしい発音の指導を入れることで、

発表の際の発音やイントネーションを意識させることにつなげ

る。 

 ②書くこと・・・単元の途中に書くことを入れることにより、英

語の正確さを追求することが可能となる。 

５①３択ペアチャット・・・前時のキーワードを盛り込んだテーマ

を設定することにより、復習を行うことができる。また、キー

センテンスに留まらずに応用力を身に付けることが期待でき

る。 

 ②ペンの色の変更・・・自分の考え、他者から見た部分、自分の

課題を色分けすることにより、何が変化をしたかの振り返りを

行いやすくする。また、指導者にとっても評価材料とすること

ができる。 

６基本文テスト・・・単元の途中でテストを行うことで基本文の定

着が図ることができる。また、生徒の苦手、弱点を指導に活か

すことができる。 

７ALT へのインタビュー活動・・・単元の問いに相手意識を持たせ

ることで生徒の参加意欲を促し、発表内容の向上に期待ができる。 

９中間発表・・・中間発表を行うことで他者参照を行い、自己更新

のための機会が生まれ、生徒のプレゼン力の向上のために主体

的に工夫をすることが期待できる。 

10 事後課題・・・発表（話すこと・やりとり）に留まらず書くこと

で復習になる。また、正確性を追求することができる。 

時
間 

学習内容 【評価の観点】 

評価規準 
学習課題（■）と主な学習（言語）活動（〇） 

帯活動 学習内容 

10 帯活動な

し 

単元を通して学んだ

ことを生かし、日本

の学校生活やマナー

について発表する。

終われば、聞いてい

る生徒からの質疑応

答を行う。 

【話すこと（発

表）】 

ALT の先生に日

本の学校生活や

ルールについて

ALT の先生に向

けてスピーチを

行うことができ

る。 

■ALT の先生に日本の学校生活やルールについ

て ALT の先生に向けてわかりやすくスピーチ

を行うことができる。 

〇事後活動：スピーチした内容を英文に起こ

す。Teams の課題機能を使って提出 

〇⑤ふりかえり 

 単元前と単元後を比較して、何ができるよう

になったのか、次の課題は何かをワークシート

を使ってふりかえる。 

④OTE・ALT からフィードバック 

 生徒からクラスで具体的に良かった点・人を

挙げて、他者参照を行えるようにする。また

ALT からは知らなかった日本の生活習慣やマナ

ーについても取り上げてもらう。 

〇③発表と即興の質疑応答 



 それぞれの発表に発表者からの問いかけと発

表後に質疑応答の時間を設ける。 

②発表時のルールを確認する 

①授業の流れと目標の確認 

 Teams で PowerPoint を作成して発表を行う

が、電池残量や当日の不具合等の対策として前

日までに Teams に提出をさせる。 

主体的な学び 対話的な学び 深い学び 

9 

本

時 

３択ペア

チャット 

中間発表 

発表本番に向けての

中間発表を行う。 

【話すこと（発

表）】 

事実や自分の考

えを整理したマ

ッピングをもと

に簡単な語句や

文を用いて日本

の学校生活につ

いて伝えること

ができる。 

自己調整を図

り、自分の発表

を改善すること

ができる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 日本の学校生活についてのプレゼンテーシ

ョンを改善し、わかりやすく発表ができる

ようになる。 

〇⑨ふりかえり 

 他の生徒のスピーチを聞いて、自分のスピー

チに生かせることをさがす。 

〇⑧グループを変えてもう一度発表 

■１回目の時からの変化を意識させてプレゼン 

を行う。 

〇⑦中間指導を受けてより良い発表を作るため

に本番に向けた作戦タイムを設ける 

■１回目のプレゼンから何を変えるのかを明記

させる。 

⑥良い例、困り感を共有する中間指導を行い、

目標意識を持たせる 

■答えを教師から言うのではなく、できるだけ

生徒たちで気付かせるように促す。 

〇⑤グループメンバーからのフィードバック 

 お互いに良いところと改善した方がいいとこ

ろを敢えてコメントする。 

■プレゼンの技術だけにとどまらず、ワン先生

の手助けをするために必要なフィードバック

をするように促す。 

〇④３,4人グループでの中間発表 

■発表だけにとどまらず、即興での質疑応答を

行い、やりとりする力をつけさせる。 

③フィードバックの仕方の説明 

■プレゼンの技術だけにとどまらず、ワン先生

の手助けをするために必要なフィードバック

をするように促す。 

②本番のルーブリックの確認 

〇①やりとりする力をつけるために３択ペアチ

ャットを行う。 

「What should I do  



 

 

 

 

 

 

①when I have free time ?」 

②if it is rainy outside?」 

③if I am sleepy during the class」 

■should を３択ペアチャットのテーマに入れる

ことにより、プレゼンの中身に活かすことを

期待する。 

主体的な学び 対話的な学び 深い学び 

8 

 

 

基本文ト

レーニン

グ

（Unit4） 

 

発表準備 

 

【話すこと（発

表）・ （やりと

り）】ペアマッピ

ングをもとに簡

単な語句や文を

用いて、グルー

プの中で考えを

共有することが

できる。 

自己調整を図

り、自分の発表

を改善すること

ができる。 

■日本の学校生活やルールについて考え、ALT

の先生に日本の学校生活やルールを伝えるこ

とができる。 

事後課題：自分のマッピングを写真で撮って

Teams で提出。 

⑧ふりかえり 

 授業の前と後でできるようになったことにつ

いて振り返る。 

〇⑦グループを変更して再度スピーチを行う 

 新しいグループに作り変え、再度スピーチを

行う。 

〇⑥自己調整 

⑤のスピーチで他者参照を行い、相手の良いと

ころを真似したり、言いたかったが言えなかっ

た部分の練習を行う。その際、自分のマッピン

グに青色のペンで追加する。ペンを忘れた生徒

用に余分に青色のペンを準備しておく。 

〇⑤グループでスピーチを行う 

 ペアの良かったところを取り入れるため、作

戦タイムを設けて、改善させる。 

〇④ペアマッピングで質疑応答 

 マッピングを広げるためにペアで質疑応答を

行う。ペアから質問されたワードは赤色で追加

する。ペンを忘れた生徒用に余分に赤色のペン

を準備しておく。 

〇③ペアマッピング 

 A３のペアマッピング専用シートを利用 

②Teachers’ Talk 

フィリピンとの違いを知るために ALT が日本に



来てから驚いた生活習慣やマナーについて紹介

する。 

〇①基本文を定着させるために基本文トレーニ

ングを行う 

主体的な学び 対話的な学び 深い学び 

7 ３択ペア

チャット 

 

ALT の先生の出身国

であるフィリピンの

１日の学校生活につ

いての話を聞き、日

本の学校生活との違

いをまとめる 

【話すこと（や

りとり）】 

 ALT の先生に

フィリピンの学

校生活につい

て、自分の考え

を整理しマンダ

ラートをもとに

既習の表現を用

いて質問するこ

とができる。 

■フィリピンの学校生活のツールやマナーにつ

いてのインタビューを行い、日本の学校生活と

比較して整理することができる。 

ALT の先生の出身の国の学校生活のルールやマ

ナーについて聞き、日本の学校生活と違うとこ

ろをメモする。 

〇⑤ふりかえり 

 フィリピンと日本の学校生活における違いに

気づかせる 

〇④マッピングと並行して ALT が各グループを

回る。グループは４人編成。ALT が回ってきた

ら、フィリピンの学校生活について聞く。 

〇③マンダラート 

 フィリピンでの学校生活について ALT の先生

に聞きたいことを書きだす。 

②ALT からフィリピンにおける１日の学校生活

についてパワーポイントを使って説明する。 

〇①やりとりする力をつけるために３択ペアチ

ャットを行う。 

「What school events do you like the 

best?」 

「①sports day」「②chorus contest」 

「③school trip」 

enjoy ~ing を使わせる。 

主体的な学び 対話的な学び 深い学び 

6 基本文ト

レーニン

グ(Unit4) 

基本文テスト 【書くこと】 

 

■今まで取り組んできた基本文トレーニングの

定着確認を行う。 

〇⑤ふりかえり 

④音読テストのアナウンス 

 Unit4 終了後、音読テストを行う。Wpm は前回

同様 140 程度で取り組ませる。デジタル教科書

を利用し、各自計測しながら練習をさせる 

〇③音読練習 

 Unit 4 の音読練習。音のつながりや消失につ

いても紹介する。 

②基本文テスト 

基本文をベースに、ここまでの授業で習った



表現をテストする。また３択ペアチャットで取

り組んできた。I think ~ is important 

because….の形の３択英作文も出題する。 

〇①基本文の定着をさせるために基本文トレー

ニングを行う。 

主体的な学び 対話的な学び 深い学び 

5 ３択ペア

チャット 

日本とフィリピンの

電車やバスにおける

ルールや乗車マナー

などを比較する。 

【話すこと（発

表）・ （やりと

り）】 

日本での交通機

関のルールやマ

ナーについて、

簡単な語句や文

を用いて、伝え

ることができ

る。 

■日本での交通機関のルールやマナーについ

て、簡単な語句や文を用いて、伝えることが

できる。 

〇⑨ふりかえり 

〇⑧グループを変更して再度スピーチを行う 

 新しいグループに作り変え、再度スピーチを

行う。 

〇⑦自己調整 

 ⑥のスピーチで他者参照を行い、相手の良い

ところを真似したり、言いたかったが言えなか

った部分の練習を行う。その際、自分のマッピ

ングに青色のペンで追加する。ペンを忘れた生

徒用に余分に青色のペンを準備しておく。 

〇⑥グループでスピーチを行う 

 作戦タイムを設けて、取り組ませる 

〇⑤ペアマッピングで質疑応答 

 ペアで質疑応答を行う。ペアから質問された

ワードは赤色で追加する。ペンを忘れた生徒用

に余分に赤色のペンを準備しておく。 

〇④ペアマッピング 

 A３のペアマッピング専用シートを利用 

〇③マンダラート 

②Teacher Talk 

 乗車中には電話がかかってきても出ない、も

しくは後でかけなおす例を、生徒とのやり取り

の中で引きだす。 

〇①やりとりする力をつけるために３択ペアチ

ャットを行う。 

主体的な学び 対話的な学び 深い学び 

4 基本文ト

レーニン

グ(Unit4) 

Unit 4 

Read and Think 2 

【書くこと】 

教科書本文を読

み、自分がホー

ムステイをどこ

かの国ですると

して、自分にと

って必要なこと

■自分がホームステイをどこかの国でするとし

て、自分にとって必要なことを簡単な語句や

文を用いて、書くことができる。 

〇⑧ふりかえり 

⑦課題の提出 

 Teams にて課題を提出する。iPad 忘れについ

ては、期限に猶予を持たせ、自宅で提出をさせ



を簡単な語句や

文を用いて、書

くことができ

る。 

 

 

 

 

る。 

〇⑥自分がどこかの国でホームステイをすると

して、自分にとって必要となりそうなものに

ついてペアで話をする。 

〇⑤本文の「純がホームステイの体験」につい

て読んで、純が必要だと感じているものを英

語で答える。 

〇④ペアでの音読練習 

 音のつながりなどが正しく発音できているか

をチェックする。速度も気にしてほしいので、

ペアが時間を計測する。 

〇③教科書本文の音読練習 

 音のつながりや消失を中心に指導する。 

〇②今回のターゲットセンテンスを定着させる

キーセンテンスの練習 

〇①基本文を定着させるために基本文トレーニ

ングを行う。 

主体的な学び 対話的な学び 深い学び 

3 基本文ト

レーニン

グ(Unit4) 

Unit 4 

Read and Think 1 

【書くこと】 

教科書本文を読

み、ルーカスと

ヨナが「どうす

べきか」という

悩みに簡単な語

句や文を用い

て、応えること

ができる。 

■ルーカスとヨナが「どうすべきか」という悩

みに簡単な語句や文を用いて、応えることが

できる。 

〇⑦ふりかえり 

〇⑥課題の提出 

 Teams にて課題を提出する。iPad 忘れについ

ては、期限に猶予を持たせ、自宅で提出をさせ

る。 

〇⑤本文のルーカスの「What should I do?」ヨ

ナの「What can I say?」に応える文章を作る。 

〇④音読練習 

 音のつながりなどが正しく発音できているか

をチェックする。速度も気にしてほしいので、

ペアが時間を計測する。 

〇③教科書本文の音読練習 

 音のつながりや消失を中心に指導する。 

〇②今回のターゲットセンテンスを定着させる

ためにキーセンテンスの練習を行う。 

〇①基本文を定着させるために基本文トレーニ

ングを行う。 

主体的な学び 対話的な学び 深い学び 

2 基本文ト

レーニン

グ(Unit4) 

Unit4 

Part1, Part2 

【話すこと（や

りとり）】 

日本での食事で

■日本での食事マナーやルールについて簡単な

語句や文を用いて、伝えることができるよう

になる。 



のルールやマナ

ーについて、簡

単な語句や文を

用いて、伝える

ことができる。 

⑨ふりかえり 

〇⑧グループを変更して再度スピーチを行う 

 新しいグループに作り変え、再度スピーチを

行う。 

〇⑦自己調整 

⑥のスピーチで他者参照を行い、相手の良い

ところを真似したり、言いたかったが言えなか

った部分の練習を行う。その際、自分のマッピ

ングに青色のペンで追加する。ペンを忘れた生

徒用に余分に青色のペンを準備しておく。 

〇⑥グループでスピーチを行う 

 作戦タイムを設けて、取り組ませる 

〇⑤アイデアを広げるためにペアマッピングで

質疑応答を行う。 

 ペアで質疑応答を行う。ペアから質問された

ワードは赤色で追加する。ペンを忘れた生徒用

に余分に赤色のペンを準備しておく。 

〇④ペアマッピング 

 A３のペアマッピング専用シートを利用 

〇③マンダラート 

 日本で食事をするときの「しなければならな

いこと」「してはならないこと」について思考ツ

ールを使って、考えを広げる。 

②Teacher Talk 

 日本で生活をする ALT の先生に、「日本ではし

なければならないこと」「してはならないこと」

を紹介しながら must, must not, have to, do 

not have to をバランスよく使う。 

〇①基本文を定着させるために基本文トレーニ

ングを行う。 

主体的な学び 対話的な学び 深い学び 

1 基本文ト

レーニン

グ(Unit4) 

Unit Question 

スピーチ 

ルーブリック 

単元・学習内容 

 ■Unit4 でどんなことを学ぶかを理解すること

ができる。 

⑤単元の目標、学習内容の紹介 

④最終スピーチとルーブリックの説明 

③Unit Question の紹介 

  What is important in a homestay?が教科

書の単元を貫く問いになっているが、What are 

the differences between school life in 

Japan and the Philippines?に変更し、ALT の

先生に日本の生活について伝えていく単元だと

いうことを紹介する。 



②Teacher Talk 

  日本と海外の生活様式の違いの例を出す 

〇①基本文トレーニングを行う。 

※単元の最後まで使う基本文をまとめて出す。

説明は必要最低限で行う。 

主体的な学び 対話的な学び 深い学び 

 

３ 本時の計画（全１０時間中の９時間目） 

本時の目標：事実や自分の考えを整理したマッピングをもとに簡単な語句や文を用いて伝えることができる。 

自己調整を図り、自分の発表を改善することができる。 

流れ 内容 教師の役割 ◇指導上の留意点 

◆評価【観点】（評

価方法） 

OTE ALT 

5min ３択ペアチャッ

ト 

生徒数が奇数の場合、OTE がペ

アに入る。 

  

3min 本番のルーブリ

ックの確認 

ルーブリックを表記したプリン

トを配布する。 

ALT が生徒から質問を

受けた日本とフィリピ

ンの違いを整理したパ

ワーポイントを示す。 

◇具体的にどのよ

うな発表を行えば

良いか具体的なイ

メージを持たせ

る。 

5min フィードバック

の仕方の説明 

付箋を配布する。 

付箋には①良かった点②改善す

べき点を書くことを伝える。 

 ３人班なら１人２

枚、４人班なら１

人３枚を確実に渡

す。 

10min 中間発表① 

・１人１分強程

度の発表 

・その後１分間

でフィードバッ

クを記入する時

間 

グループでのスピーチに取り組

ませる。 

質疑応答もその時間で行う。 

発表を終えたら付箋を発表者に

渡す。 

 ◇発表が難しそう

にしている子へ

のサポートを行

う。 

◇良いプレゼンテ

ーションをして

いる子を発見

し、中間指導に

活かすことがで

きるようにす

る。 

◆話すこと（発

表） 

5min 中間指導 中間発表で良かったプレゼンテ

ーションを共有する。または、

困っている生徒を見つけ、どの

ように英語で言えば良かったか

をクラスで考える。 

 ◇どのような点が

良かったかを生

徒たちに気付か

せる。 

◇どのように英語



で言えば伝わっ

たかを考えさせ

る。 

5min 作戦タイム ５分間、スピーチの準備をさせ

る。 

中間指導を経て、真似したい表

現や方法を取り入れて自分自身

のプレゼンを改善させる。 

 ◇iPad で未習の単

語については調

べさせる。マッ

ピングシートに

青色でメモをと

らせる。 

◇自分の発表で何

を変えたかを明

確化させる。 

10min 中間発表② 

・１人１分程度

の発表 

・その後１分間

でフィードバッ

クを班内で共有

するために口頭

で伝える。 

グループでのスピーチに取り組

ませる。 

 ◇発表が難しそう

にしている子への

サポートを行う 

◇良いプレゼンテ

ーションをしてい

る子を発見し、本

番へのイメージを

具体的にさせる。 

◆話すこと（発

表） 

4min フィードバック グループスピーチを見て回り、

良かった発表を取り上げる。 

 ◇ジェスチャーだ

けではなく、内容

的に素晴らしいも

のをクラス内で共

有を行う。 

3min ふりかえり ふりかえりシートに記入させ

る。 

 ◇次回、本番発表

であることを伝え

る。 

 



 

 

Step 1: 3 themes pair chat  

Step 2: 評価基準 

 A B C 

英語 ８文以上の英語 
※あいさつと締めくくりを除く 

７文以下の英語 
※あいさつと締めくくりを除く 

５文以下の英語 
※あいさつと締めくくりを除く 

パワポ 話に関係のあるパワポ 
話に関係のあるパワポだ

が、余計なものが多い 
パワポなし 
※iPad 忘れも 

問いかけ 
１つ問いかけ 

Yes/No で答える質問以外 

１つ問いかけ 

Yes/No で答える質問 
質問なし 

応答 質問に主語と動詞で答える 質問に答える 答えられない 

Step 3: Feedback 

①良かった点  

②改善すべき点（ジェスチャー、アイコンタクト、ボリューム、ワン先生の手助けになっているか） 

Step 4: Make a speech① 

Speech→Question 

Step 5: 自己調整タイム 

Step 6: Make a speech② 

Speech→Question 

Step 7: Reflection 

 

Unit 4 presentaTion(中間発表) 23＠3 

Class: No: Name: 

Today’s Goal: 事実や自分の考えを整理したマッピングをもとに、自分の発表について自己調整を

図り改善することができる。 








